
ボーリング柱状図

調 査 名 都 道 第 2 5 0 0 2 号 横 迎 町 中 央 2 号 線 地 質 調 査 業 務 委 託

事業・工事名

ボーリング名 B - 2 ( N o . 2 1 + 6 L 6 ) 調査位置 青 森 県 む つ 市 中 央 地 内 外 北 緯

東 経発 注 機 関 む つ 市 調査期間 平成 26年 7月 14日 ～ 26年 7月 15日

調 査 業 者 名
有 限 会 社 　 三 陽 技 研

電話 ( 0 1 7 - 7 6 6 - 9 9 1 2 )
主任技師 木 村 　 斉

現 場
代 理 人

齊 藤 　 尚 昌
コ ア
鑑 定 者

山 崎 　 純
ボｰリング
責 任 者

遠 嶋 　 悟
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半 自 動 型

エンジン ヤ ン マ ー 製  N F D 1 0  型 ポ ン プ 東 邦 製  B G - 3 B  型総 掘 進 長  10.15m
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砂は粗～細砂。
φ10～50mmの亜角～亜円礫を混入。
草根を混入。
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砂

褐

灰

細砂を混入。
φ10～20mmの亜角～亜円礫が点在。
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砂は細砂。
有機物をわずかに混入。
φ5～10mmの亜角～亜円礫が点在。
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非
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全体に微細砂と石英砂を混入。
3.60～5.30m間に火山灰をわずかに
混入。
色調変化が激しい。
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礫はφ5～10mmの亜角礫。
φ20～30mmの亜角～亜円礫が点在。
マトリックスは粗砂。
礫の混入割合:80%
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砂は粗～細砂。
φ10～30mmの亜角～亜円礫を混入。
8.85～9.00m間はφ120mmの玉石。
9.22～9.45m間はφ200mmの玉石。
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